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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メンブレンによって互いに隔離された第１チャンバ（２０）、及び第２チャンバ（３０
）を有するメンブレンフィルタ（１０）を含む体外血液回路を備える血液処理装置の血液
チューブセットを空にする方法であって、前記第１チャンバ（２０）は、前記血液処理装
置が動作中には血液がその中を通り、前記第２チャンバ（３０）は、前記血液処理装置が
動作中には濾過液がその中を通り、前記血液チューブセットは、それぞれ前記メンブレン
フィルタ（１０）の前記第１チャンバ（２０）と連通し、前記血液処理装置が動作中には
患者から前記メンブレンフィルタ（１０）へ、前記メンブレンフィルタ（１０）から前記
患者へ血液を導く動脈血チューブ（６０）及び静脈血チューブ（７０）を含み、前記血液
処理装置は、前記動脈血チューブ（６０）及び／又は前記静脈血チューブ（７０）に通じ
る置換液ライン（４０）を備え、置換液ソースから前記置換液ラインを通して置換液を搬
送するよう前記置換液ライン（４０）に通じる置換液ポンプ（５０）を備え、
　前記血液チューブセットを空にするために、前記動脈血チューブ（６０）及び前記静脈
血チューブ（７０）は、前記メンブレンフィルタ（１０）、前記動脈血チューブ（６０）
、及び前記静脈血チューブ（７０）を含む回路が構成されるように互いに接続され、
　前記置換液ライン（４０）は、前記置換液ソースから分離され、
　前記置換液ポンプ（５０）によってエア又はガスが前記血液チューブセットに注入され
ることによって、前記血液チューブセット中に過剰な圧力が生じ、それにより液体が前記
メンブレンフィルタ（１０）の前記メンブレンを介して、前記メンブレンフィルタ（１０
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）の前記第２チャンバ（３０）に移動される
方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、前記置換液ポンプ（５０）は、前記置換液ポンプ（５
０）を通して前記血液チューブセットに搬送される周囲空気で満たされる方法。
【請求項３】
　請求項１又は２のいずれか１項に記載の方法であって、前記置換液ライン（４０）は、
前希釈ライン（４２）及び／又は後希釈ライン（４４）として構成される方法。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の方法であって、前記置換液ライン（４０）は、前
希釈ライン（４２）及び後希釈ライン（４４）に分岐し、前記血液チューブセットが空に
されると、前記前希釈ライン（４２）又は前記後希釈ライン（４４）が閉じられることに
よって、前記置換液ポンプ（５０）で圧縮された空気が前記前希釈ライン（４２）又は前
記後希釈ライン（４４）を通して前記血液チューブセットにだけ搬送される方法。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項に記載の方法であって、血液ポンプ（８０）は、血液チュ
ーブのうちの１つと連通するよう構成され、好ましくは前記動脈血チューブ（６０）と連
通することによって、前記血液処理装置が動作中には血液が前記血液チューブセットを通
して搬送され、前記血液ポンプ（８０）は、持続的に又は前記血液チューブセットを空に
する時間の間、動作する方法。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載の方法であって、前記置換液ポンプ（５０）によっ
て搬送される空気は、前希釈ライン（４２）又は後希釈ライン（４４）を介して前記動脈
血チューブ（６０）又は前記静脈血チューブ（７０）に搬送され、前記静脈血チューブ（
７０）に分岐されることによって、前記空気によって移動される空気又は液体は、前記動
脈血チューブ（６０）及び前記静脈血チューブ（７０）を介して前記メンブレンフィルタ
（１０）の前記第１チャンバ（２０）に入る方法。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の方法であって、前記置換液ポンプ（５０）は、ス
イッチオン時刻の後の所定の期間の後に再びスイッチオフされる方法。
【請求項８】
　メンブレンによって互いに隔離された第１チャンバ（２０）、及び第２チャンバ（３０
）を有するメンブレンフィルタと共に、血液チューブセットを含むのに適する体外血液回
路を備える血液処理装置であって、
　前記第１チャンバは、前記血液処理装置が動作中には血液がその中を通り、前記第２チ
ャンバ（３０）は、前記血液処理装置が動作中には濾過液がその中を通り、
　前記血液処理装置は、置換液ポンプ（５０）、及び前記血液チューブセットを空にする
ために、前記置換液ポンプ（５０）によってエア又はガスが前記血液チューブセットに注
入されることによって、前記血液チューブセット中に過剰な圧力が生じ、それにより液体
が前記メンブレンフィルタ（１０）の前記メンブレンを介して、前記メンブレンフィルタ
（１０）の前記第２チャンバ（３０）に移動されるよう、前記置換液ポンプ（５０）を制
御する制御ユニットを有する
血液処理装置。
【請求項９】
　請求項８に記載の血液処理装置であって、前記置換液ポンプ（５０）は、置換液ライン
（４０）を置換液ソースから分離した後に、前記置換液ライン（４０）を通して周囲空気
を吸い、空気を前記血液チューブセットに搬送する血液処理装置。
【請求項１０】
　請求項８又は９のいずれか１項に記載の血液処理装置であって、血液ポンプ（８０）が
設けられ、前記制御ユニットは、前記血液チューブセットを空にするために、前記血液ポ
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ンプ（８０）が持続的に又は前記血液チューブセットを空にする時間の間、動作するよう
、前記血液ポンプ（８０）を制御する血液処理装置。
【請求項１１】
　請求項８～１０のいずれか１項に記載の血液処理装置であって、前記制御ユニットは、
前記置換液ポンプ（５０）が、スイッチオン時刻の後の所定の期間の後に再びオフされる
よう構成される血液処理装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、メンブレンによって互いに隔離された第１チャンバ、すなわち血液チャンバ
、及び第２チャンバを有するメンブレンフィルタを備える体外血液処理のための血液処理
装置の血液チューブセットを空にする方法に関し、前記第１チャンバは、前記血液処理装
置が動作中には血液がその中を通り、前記第２チャンバは、前記血液処理装置が動作中に
は濾過液がその中を通り、前記血液チューブセットは、それぞれ前記メンブレンフィルタ
の前記第１チャンバと連通し、前記血液処理装置が動作中には患者から前記メンブレンフ
ィルタへ、前記メンブレンフィルタから前記患者へ血液を導く動脈血チューブ及び静脈血
チューブを含み、前記血液処理装置は、前記動脈血チューブ及び／又は前記静脈血チュー
ブに通じる置換液ラインを備え、置換液ソースから前記置換液ラインを通して置換液を搬
送するよう前記置換液ラインに通じる置換液ポンプを備える。前述のメンブレンフィルタ
は例えばヘモダイアフィルタ又はヘモフィルタである。
【背景技術】
【０００２】
　血液チューブセットを空にするさまざまな方法は、従来技術から知られている。ＥＰ１
１６１２７１Ａ１からは、血液チューブセットを空にする目的で血液透析側に位置する血
液透析ポンプを動作させることによって、血液チューブセットに位置する液体がダイアラ
イザのメンブレンを介して透析液側に輸送される透析器の膜にわたって圧力降下が用いら
れ、この液体は第２チャンバに入り、そこからドレインラインによって除去されることが
知られている。置換液バッグは、血液チューブセットと連通しており、血液チューブセッ
トが空になることによって、又はその中の圧力が下がることによって、つぶれる。血液チ
ューブセット内の圧力が特定の閾値より下がるとすぐに、血液チューブセット内の圧力が
大気圧に対応するまで、血液処理チューブセットの中に空気が吸い込まれるバルブが開か
れる。
【０００３】
　液体が血液チューブセットから除去されるまで、ダイアライザのメンブレンを介して血
液チューブセットを空にするあいだ、血液ポンプは動作状態である。
【０００４】
　ＥＰ０８３０１５３Ａ１からは、対応するホースラインがダイアライザから分離される
前に、エアによって血液チューブセットから、及びダイアライザ回路からも液体が移動さ
れることが知られている。
【０００５】
　最後に、ＤＥ３４４２７４４Ａ１は、血液チューブセット内のリングラインの助けによ
って、及びエア源の助けによって、血液チューブセット内の液体が移動される方法を開示
する。この出願の主題は、ダイアライザにリークテスト又は圧力テストを実行できること
である。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明の基礎となる目的は、患者への返血の最後において、又は血液処理の最後におい
て、簡単で効率的なやり方で血液及び移動手段つまり置換液の混合物を血液チューブセッ
トから取り除くことである。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この目的は、請求項１の特徴を有する方法によって解決される。したがって血液チュー
ブセットを空にする目的で、動脈血チューブ及び静脈血チューブは、互いに接続されるこ
とによって、血液チャンバ、動脈チューブ及び静脈チューブを含む回路が作られ、置換液
ラインは置換液ソースから分離され、置換液ポンプによって空気が血液チューブセットに
注入されることによって、過剰な圧力が血液チューブセット内に発生し、これにより液体
がメンブレンを介して血液チャンバからメンブレンフィルタの第２チャンバへ移動される
よう構成される。
【０００８】
　よって本発明の主題は、現在ある任意の置換液ポンプは、血液チューブセットを空にす
る目的で、血液チューブセット内に空気を搬送するよう利用され、これにより血液及び置
換液つまり移動手段の混合物は、メンブレンを介して血液チャンバからメンブレンフィル
タの第２チャンバへ移動され、ドレーンラインを介して第２チャンバから出るよう導かれ
る。このようにして比較的労力を伴わずに、血液チューブセットから液体を効率的に移動
させることが可能である。
【０００９】
　本発明による方法は、患者の介在なしで行われる。すなわち患者の処置の最後に、患者
から切り離すことで行われる。
【００１０】
　典型的には使い捨ての材料である血液チューブセットは、本発明による空にする方法が
終わるとすぐに捨てることができる。廃棄物の重量がより軽くなるので、血液チューブセ
ットを空にすることによって廃棄コストも安くなり得る。さらに衛生的な理由からも、廃
棄する前には血液チューブセットを完全に空にすることが望ましい。
【００１１】
　血液処理装置は、本発明による方法を実行するための制御を有する。それは、現在ある
任意の血液処理装置の制御装置とは別の制御装置であり得る。前述の制御は、血液処理装
置の動作のために現在ある任意の制御装置において実現されることも考えられ、この場合
、この制御装置は、好ましくは置換液の制御、及び／又は圧力センサの制御、及び／又は
動脈血チューブ又は静脈血チューブ又は分岐における想定されるバルブの制御に拡張され
得て、それにより血液チューブセットの置換液ラインへの空気の流入は自動的になされ得
る。これらの拡張は、例えばソフトウェアの変更によって実現され得る。
【００１２】
　この接続においては、置換液ラインを置換液ソースから切り離すことは、好ましくは処
置スタッフによって手動で行われることに注意されたい。しかし周囲空気に対して開放す
ることを自動化し、これを制御によって実行することも想定される。本発明の枠組みの中
では、「切り離す」という語は、置換液ラインを置換液ソースから物理的に分離すること
、すなわち結合を解くことだけでなく、置換液ポンプ及び置換液ソースの間のラインを閉
鎖することも含むことが理解されよう。
【００１３】
　本発明のさらなる実施形態では、置換液ポンプが、後に置換液ポンプによって血液チュ
ーブセットへ搬送される周囲空気で満たされるよう構成される。
【００１４】
　置換液ラインは、前希釈ライン及び／又は後希釈ラインとして作られ得る。この種のラ
インは、血液処理装置の動作中に、血液チャンバへ入る前に血液を希釈させる（前希釈）
ために、又は血液チャンバから放出された後に血液を希釈させる（後希釈）ために利用さ
れる。前希釈及び後希釈の組み合わせられたプロセスも想定される。
【００１５】
　本発明のこの実施形態による置換液ラインは、一方でメンブレンフィルタの前の動脈血
チューブにつながるか、又は他方でメンブレンフィルタの後の静脈血チューブにつながる
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、前希釈ライン及び後希釈ラインに分岐し得る。
【００１６】
　血液チューブセットを空にするに当たり、２つのライン（前希釈ライン、後希釈ライン
）のうちの１つが閉鎖されることによって、置換液ポンプ内で圧縮された空気がこれらの
ラインのうちのもう１つだけを通って血液チューブセットへ搬送されるように好ましくは
構成される。
【００１７】
　例えば、前希釈ライン及び後希釈ラインには、それらが閉鎖され得るシャットオフバル
ブが設けられることが想定される。例えば、前希釈ラインのバルブが閉じられ、置換液ポ
ンプによって圧縮された空気が後希釈ラインを介してのみ血液チューブセットへ搬送され
ることが想定される。
【００１８】
　本発明のさらなる局面において、血液ポンプが血液チューブのうちの１つ、好ましくは
動脈血チューブと連通することによって、血液処理装置の動作中に血液が血液チューブセ
ットを通って搬送され、血液ポンプは、血液チューブセットを空にする間、少なくとも数
回は、動作するように血液ポンプが構成される。よって血液ポンプは、血液チューブセッ
トを空にするのを助けるように機能し得る。
【００１９】
　本発明のさらなる局面においては、置換液ポンプによって搬送される空気は、動脈血チ
ューブに、又は静脈血チューブに前希釈ライン又は後希釈ラインを介して搬送され、空気
によって移動させられる空気又は液体が、動脈血チューブを介して及び静脈血チューブを
介して血液チャンバに入るよう、空気はチューブ内で分岐されるように構成される。例え
ば空気は、後希釈ラインを介して静脈血チューブに導入され、そこで分岐され得る。空気
の一部は、血液処理装置の動作中に、通常の流れの向きに逆らって一方の側から血液チャ
ンバに入り、空気の残りの部分は、動脈血チューブ及び静脈血チューブの間の短絡回路を
介して動脈ラインを通ってもう一方の側から血液チャンバに入る。このようにして、比較
的簡単な手段で血液チューブセットを完全に空にすることが可能になる。
【００２０】
　本発明のさらなる局面において、スイッチオン時刻の後、所定の期間が経つと再び置換
液ポンプはスイッチがオフされるよう構成され得る。よって置換液ポンプは停止すること
が可能であり、血液チューブセットは、規定された期間の後は空であると考えられ得る。
【００２１】
　同様に、動脈血チューブ内の及び／又は静脈血チューブ内の圧力を測定するよう圧力セ
ンサを提供し、圧力センサが接続され、圧力センサによって検出される圧力が閾値を超え
るとすぐに置換液ポンプをオフする制御装置を提供することが想定できる。湿ったメンブ
レンは、空気に対してよりも液体に対して実質的により透過性が高く、よって完全に空に
なった時点では、大きな圧力増加が測定され得て、これは血液チューブセットが空である
と認識されるので、本発明のこの実施形態ではこれを用いて置換液ポンプをオフにする。
【００２２】
　本発明のさらなる局面において、ライン部は、動脈血チューブから及び／又は静脈血チ
ューブから分岐され得て、このライン部は、動脈血チューブ又は静脈血チューブに、又は
回路を構成するようそれに接続されたさらなるライン部に接続され得る。液体が動脈血チ
ューブ又は静脈血チューブから放出されることを防ぐために、動脈血チューブ及び／又は
静脈血チューブは、分岐ライン部の分岐点より下流で閉鎖されるようにさらに構成される
。
【００２３】
　さらに本発明は、メンブレンによって互いに隔離された第１チャンバ、及び第２チャン
バを有するメンブレンフィルタと共に、血液チューブセットを含むのに適する体外血液回
路を備える血液処理装置に関し、前記第１チャンバは、前記血液処理装置が動作中には血
液がその中を通り、前記第２チャンバは、前記血液処理装置が動作中には濾過液がその中
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を通る。前記血液処理装置は、置換液ポンプ、及び前記血液チューブセットを空にするた
めに、前記置換液ポンプによってエア又はガスが前記血液チューブセットに注入されるこ
とによって、前記血液チューブセット中に過剰な圧力が生じ、それにより液体が前記メン
ブレンフィルタの前記メンブレンを介して、前記メンブレンフィルタの前記第２チャンバ
に移動されるよう、前記置換液ポンプを制御する制御ユニットを有することを特徴とする
。
【００２４】
　本発明の好ましい実施形態においては、前記置換液ポンプは、前記置換液ラインを前記
置換液ソースから分離した後に、周囲空気を吸い、空気を前記血液チューブセットに搬送
するよう構成される。
【００２５】
　本発明のさらなる局面において、前記血液チューブセットを空にするために、前記血液
ポンプが持続的に又は前記血液チューブセットを空にする時間の間、動作するよう、制御
ユニットによって部分的には制御される血液ポンプが設けられよう構成される。
【００２６】
　本発明のさらなる局面において、前記制御ユニットは、前記置換液ポンプが、前記スイ
ッチオン時刻の後の所定の期間の後に再びオフされるよう構成される。よって、規定され
た期間の終わりにおいて、血液チューブセットが空であると考えられるときには、制御ユ
ニットが置換液ポンプをオフすることが可能である。
【００２７】
　本発明のさらなる局面において、圧力センサは、制御ユニットに接続され、前記動脈血
チューブ及び／又は前記静脈血チューブの中の圧力を測定するよう構成される。この場合
、前記圧力センサによって検出される圧力が閾値を超えるとすぐに前記置換液ポンプは前
記制御ユニットによってオフされるよう構成される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　本発明のさらなる詳細及び優位性は、図面に示される実施形態を参照してより詳細に説
明される。
【００２９】
　血液処理装置は、濾過側及び体外血液回路を有する。体外血液回路は、血液チューブセ
ットと共に、半透過性メンブレンによって第２チャンバ３０から分離されている、メンブ
レンフィルタ１０の第１チャンバ２０を備える。装置の動作時には、血液は、患者から動
脈血チューブ６０を介して取られ、第１チャンバ２０内に導かれ、それから静脈血チュー
ブ７０及びそこに位置するドリップチャンバ７２を介して再び患者へと戻される。体外回
路内での血液の搬送は、動脈血チューブ６０内に設けられた血液ポンプ８０を介して行わ
れる。図中の破線は、使い捨てできるよう製造されたアセンブリの部分を表す。
【００３０】
　図からさらにわかるように、置換液ポンプ５０は置換液ライン４０内に位置するよう設
けられる。置換液ラインは、それを介して置換液ライン４０が置換液ソースに接続される
コネクタを有する。この実施形態において置換液は、血液処理装置内でオンラインで準備
され、置換液ポート４１において利用可能にされる。血液処理機器とは独立して置換液ソ
ースを提供することも一般には同様に可能である。
【００３１】
　動作時において、置換液ポンプ５０は、置換液ライン４０を通じて置換液を搬送する。
置換液ライン４０は、前希釈ライン４２及び後希釈ライン４４を介して血液チューブセッ
トへ通じる。前希釈ライン４２が動脈血チューブ６０に通じ、後希釈ライン４４が静脈血
チューブ７０に通じるよう詳細に構成される。図からわかるように、前希釈ライン４２は
、血液ポンプ８０とメンブレンフィルタ１０の第１チャンバとの間のライン部に通じる。
後希釈ライン４４は、メンブレンフィルタ１０と静脈ドリップチャンバ７２との間のライ
ン部に通じる。
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　ホース６０及び７０を含む血液チューブセットを空にする目的のために、置換液ライン
４０は、処置スタッフによって好ましくは手動で置換液ソースのコネクタポート４１から
ここで分離される。さらに動脈血チューブ６０から分岐するライン部１１０は、同様に処
置スタッフによって好ましくは手動で、コネクタ１１１，１１２を介して静脈血チューブ
７０と短絡されることによって、動脈血チューブ６０、静脈血チューブ７０、静脈ドリッ
プチャンバ７２、及びメンブレンフィルタ２０の第１チャンバ２０を含む回路ができる。
この回路に属さず、分岐するライン１１０の分岐部の下に位置する動脈血チューブ６０の
部分は、シャットオフ要素１４０によって閉じられる。
【００３３】
　ここで置換液ポンプ５０は、置換液ソースからの置換液ラインの切断に対応して、矢印
及び「ｍ＋ｎ」の印によって示されるように、置換液ライン４０中にエアを運び入れる。
この間、前希釈ライン４２は、適切なバルブを介して接続される。置換液ポンプ５０を通
して搬送されるエアフローの全体は、このようにして後希釈ライン４４を介して静脈血チ
ューブ７０内に運び入れられる。ここでこれは部分的なフロー「ｎ」及び「ｍ」に分かれ
、部分フロー「ｎ」は、移動させられることによって上記から、メンブレンフィルタ１０
の第１チャンバ２０にアウトレットスタブを介して図のように、血液処理装置の動作中に
はふつうである流れの向きに逆らって入る液体である。図において「ｍ」と記される供給
される空気の残り、つまり移動させられる液体は、静脈ドリップチャンバ７２を介して導
かれ、コネクタ１１１，１１２及びライン部１１０を介して動脈血ホース６０に、動脈血
ホース６０及び第１チャンバのインレットポートを介して、メンブレンフィルタ１０の第
１チャンバ２０に入る。
【００３４】
　よってメンブレンフィルタ１０の第１チャンバ２０は、両端において空気／液体で満た
され、それにより圧力が加えられることによって、血液チューブセット内に含まれる液体
、又は液体／空気の混合物は、第１チャンバ２０から半透過性チャンバを介してメンブレ
ンフィルタ１０の第２チャンバ３０に搬送され、それからライン１２０によって排出され
る。
【００３５】
　この空にするプロシージャの間、動脈血チューブ６０内に位置する血液ポンプ８０は、
持続的に動作し得て、又は少なくとも空にするプロセスを助ける時間は動作し得る。圧力
センサ１００は、動脈血チューブ６０内の血液ポンプ８０の下流に位置し、空にするプロ
セスの間、動脈血チューブ６０内の圧力を測定する。もし測定された圧力値が閾値よりも
低いなら、血液チューブセットは空であり、ポンプ５０，８０はオフにされるべきだとわ
かる。
【００３６】
　この代替として、プロセスの開始後、所定期間の終わりにおいて空にするプロセスを終
えることもあり得る。
【００３７】
　本発明によるこの方法は、血液チューブセットを空にする簡単で効率的な可能性を提供
し、これにより廃棄重量を低減し、衛生を改善することができる。本発明の方法は、好ま
しくは自動的に実行され、すなわち置換液コネクタポートから置換液ラインを取り外し、
コネクタ１１１，１１２を短絡すること（好ましくは手動で行われる）を除いて、ユーザ
の関与は好ましくは必要とされない。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】血液透析方法の例示のための血液処理方法の概略図である。
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